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食⑳祭典『睾
　　　　　　　一スロー

　11月24日、まつだい雪国農耕文化不

センター（農舞台）内の「まつだい歪

堂。を会場に行われた、食の祭典「睾

1回秋の味覚コンテスト。。

　十日町圏域六市町村を対象に、22糸

が42品の料理を出品。来場者を堪能ξ

せた。

　地元の食材を使い、調理方法にアー

デアを凝らした料理は、この地域の歪

文化の豊かさを内外に報せた。

　この企画は、春と秋の年二回、開ll

が予定されている。

簾：辮雪国農耕文化村センター1

　　　　　　　　　（関連記事12㌻掲載）
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現
在
、
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
「
十
日
町
地
域
高
速

通
信
体
系
整
備
構
想
」
に
つ

い
て
、
今
回
か
ら
三
回
に
わ

た
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

便利で安心・安全な地域づくりを目指して

（1）募
一今、なぜ地域高速通信整備なのか一

門
o

　パソコンや携帯電話などの情報通信機器の普

及にともない、インターネットや電子メールを

利用して、私たちに必要なさまざまな情報の入

手が簡単にできる時代になってきました。

　社会は今、「l　T革命」と呼ばれる情報技術の

革新の中で、急速に情報化時代へと変わってき

ています。

　
I
T
（
駒
）
と
い
う
と
、
自
分
に

は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思
わ

れ
る
方
々
も
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
が
広
域
化

し
住
民
要
望
も
多
様
化
し
て
く

る
こ
れ
か
ら
は
、
I
T
が
た
い

へ
ん
便
利
な
手
段
と
し
て
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
さ
ら
に
普
及

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
A
D
S
L
（
肥
）

や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
紹
）
な
ど
、
高

速
通
信
回
線
（
鞄
）
で
結
ん
だ
情
報

交
換
処
理
機
能
の
整
備
が
必
要

な
の
で
す
．

（
※
印
は
後
段
の
用
語
解
説
を
参
照
）

表1　世帯の情報通信機器保有状況（年別）
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表2　インターネット利用者数と人ロ普及率

広
が
る
電
子
情
報
機
能

　
近
年
、
情
報
通
信
機
器
は
め

ざ
ま
し
い
勢
い
で
社
会
に
普
及

し
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
に
お

け
る
世
帯
へ
の
普
及
率
は
パ
ソ

コ
ン
で
約
72
％
、
携
帯
電
話
に
お

い
て
は
8
0
％
を
超
え
て
保
有
し
て

い
ま
す
（
表
1
）
．
一
方
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
7
0
0
0
万
人
の
人
が
情

報
の
入
手
手
段
と
し
て
利
用
し

て
お
り
、
人
口
の
約
半
数
以
上

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
（
表
2
）
。

　
ま
た
、
国
内
の
企
業
で
は
、

ほ
ぼ
ー
O
O
％
の
導
入
率
で
あ

り
産
業
振
興
に
欠
か
せ
な
い
設

備
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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出典＝総務省平成14年「通信利用動向調査」の結果（表1、2とも

国
を
あ
げ
て
の
情
報
化
推
進

　
2
0
0
1
年
1
月
、
日
本
の

国
家
戦
略
と
し
て
「
e
－
J
a
P

a
n
構
想
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
そ
の
時
点
で
、
欧

米
は
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
内
で
も

下
位
ク
ラ
ス
に
あ
っ
た
日
本
の

高
速
通
信
環
境
を
改
善
し
、
2

0
0
5
年
ま
で
に
日
本
を
世
界

最
先
端
の
I
T
国
家
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
推
進
す
べ
き
具
体
的
な
方
策

と
し
て
、

①
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン

　
フ
ラ
（
蒲
）
の
整
備
お
よ
び
競
争

　
の
促
進

②
電
子
商
取
引
（
輪
）
の
大
幅
な
普

　
及
を
促
進

③
電
子
政
府
（
照
）
の
実
現

④
人
材
育
成
の
強
化

と
い
う
四
本
柱
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
．

　
こ
れ
を
う
け
て
、
都
市
部
で

は
民
間
事
業
者
が
中
心
と
な
り

高
度
な
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

民
間
業
者
で
採
算
が
合
わ
な
い

中
山
間
地
域
や
離
島
に
お
い
て

は
、
都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
な

く
た
め
公
的
事
業
と
し
て
設
備

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
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求
め
ら
れ
る

　
　
　
地
域
高
速
通
信
体
系

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域

は
そ
う
し
た
情
報
通
信
基
盤
（
紹
）

の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

不
便
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

産
業
振
興
や
居
住
環
境
な
ど
に

つ
い
て
都
市
部
と
の
格
差
を
生

む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
最
先
端
の
I
T
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

情
報
遅
延
の
不
利
性
を
少
し
で

も
解
消
し
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
．

　
現
在
、
十
日
町
圏
域
六
市
町

村
が
一
緒
に
な
り
、
こ
の
地
域

の
高
速
通
信
体
系
を
各
家
庭
ま

で
整
備
す
る
た
め
の
構
想
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
十

日
町
地
域
高
速
通
信
体
系
整
備

構
想
」
で
す
（
図
1
）
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
合
併
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
湘
）
、
ま

た
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど
私

た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
全
て
の

諸
問
題
と
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
．

通信・放送
センター局

診翻麗　　　小報＼1鞭，［齢
　　　　　＼辮．鶴懸灘　一欄役場・～

　　　　　　松代陶役場
　　　　　　　無　　　　　　　　　インターネット

図1

馨　欣果辮．、』筆藩瓢讃㌶1壕1嬢

　
次
回
は
、
十
日
町
地
域
高

速
通
信
体
系
の
し
く
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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〈
用
語
解
説
〉

※
1
　
1
T
（
”
一
コ
δ
「
ヨ
豊
O
コ

．
『
8
言
O
δ
σ
Q
＜
の
略
）

　
情
報
技
術
の
略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
デ
ー
タ
通
信
に
関
す
る
技
術
を
総

称
的
に
表
し
た
用
語
。

※
2
　
A
D
S
L
（
”
＞
ω
＜
ヨ
ヨ
Φ
三
〇

ワ
唖
童
ω
5
8
き
史
「
ヲ
Φ
の
略
）

　
非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
の
略
。

電
話
回
線
な
ど
を
使
っ
て
高
速
で
デ
ー

タ
を
伝
送
で
き
る
通
信
ザ
ー
ビ
ス

※
3
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー

　
合
成
樹
脂
や
ガ
ラ
ス
繊
維
を
使
用

し
て
電
気
信
号
を
光
の
強
弱
に
変
え

て
伝
達
す
る
ケ
ー
ブ
ル
。
現
在
、
最

も
高
速
の
伝
送
能
力
を
持
つ
。

※
4
　
高
速
通
信
回
線

　
常
時
接
続
が
可
能
で
、
大
容
量
の

デ
ー
タ
を
高
速
で
伝
送
で
き
る
シ
ス

テ
ム
。
（
A
D
S
」
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、

C
A
T
V
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
総
称

的
に
表
す
）

※
5
　
イ
ン
フ
ラ
（
⊥
三
蚕
望
≡
O
ε
δ

の
略
）

　
道
路
や
鉄
道
、
電
気
や
ガ
ス
、
水

道
、
通
信
回
線
な
ど
の
社
会
基
盤
設

備
の
こ
と
．

※
6
　
電
子
商
取
引

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
契
約
や
決
済

な
ど
を
行
な
う
取
引
形
態
の
こ
と
。

※
7
　
電
子
政
府

　
2
0
0
1
年
1
月
に
決
定
さ
れ
た

「
e
－
J
a
P
a
n
構
想
」
の
重
点
政

策
。
行
政
間
に
l
T
を
活
用
す
る
こ

と
で
業
務
の
効
率
化
を
促
進
し
、
申

請
や
手
続
き
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
由
で
行
な
う
シ
ス
テ
ム
。

※
8
　
情
報
通
信
基
盤

　
高
度
情
報
社
会
の
実
現
に
必
要
な
、

大
容
量
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
、
情
報
通
信
を
支
え
る

基
盤
と
な
る
パ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
。

※
9
　
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
今
月
か
ら
都
市
の
一
部
で
開
始
さ

れ
た
、
地
上
電
波
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

放
送
。
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
地
上
波
に

よ
る
テ
レ
ビ
放
送
に
代
わ
っ
て
利
用

さ
れ
、
2
0
1
1
年
に
は
ア
ナ
ロ
グ

放
送
か
ら
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
に
切
り
替
わ
る
。
パ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
、
双

方
向
ザ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
放
送
な
ど
、

多
彩
な
放
送
・
ザ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

る
。
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舞
鯉
回
崇
圓
睡

圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
日
　
鶉
月
1
9
日
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
任
意
協
議
会
終
え
る

　
　
　
　
　
　
新
市
の
名
称
に
六
案
が
候
補
に
あ
が
る

　
今
年
1
月
2
5
日
、
中
里
村
で
開
　
　
　
（
⑳
は
議
案
の
決
定
内
容
）

催
さ
れ
た
第
一
回
任
意
協
議
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
1

皮
切
り
に
、
延
べ
十
二
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
協
議
が
終
了
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
も
、
そ
れ
ぞ
れ

文
化
も
異
な
る
五
つ
の
自
治
体
の

合
併
だ
け
に
、
全
て
の
事
務
事
業

な
ど
の
調
整
に
は
相
当
の
時
間
を

要
し
た
。
約
9
0
0
項
目
に
上
る

協
議
事
項
の
大
部
分
は
、
こ
の
任

意
協
議
会
で
調
整
が
つ
い
た
が
、

新
市
の
名
称
や
議
員
の
選
挙
区
の

定
数
な
ど
基
本
的
事
項
に
つ
い
て

は
法
定
協
議
会
で
の
協
議
と
な
る
。

　
そ
の
法
定
協
議
会
は
、
年
明
け

2
月
ま
で
の
設
立
を
目
標
に
し
て

い
る
。
そ
れ
ま
で
に
各
市
町
村
間

で
、
法
定
協
議
会
へ
の
加
入
の
賛

　
　
　
　
　
は
か

否
が
議
会
に
諮
ら
れ
、
い
よ
い
よ

合
併
に
向
け
て
の
本
格
的
な
準
備

が
進
め
ら
れ
る
。

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

⑳
新
市
の
名
称
は
、
公
募
が
あ
っ

　
た
2
、
7
3
0
件
（
最
終
応
募

　
総
数
）
の
中
か
ら
、
新
市
の
名

　
称
案
選
定
小
委
員
会
で
選
定
し

　
た
五
案
と
任
意
協
議
会
で
追
加

　
し
た
一
案
を
合
わ
せ
た
計
六
案

　
を
候
補
と
し
て
、
法
定
協
議
会

　
で
決
定
す
る
．

新
市
の
名
称
案
の
候
補

・
越
後
妻
有
（
え
ち
ご
つ
ま
り
）

・
奥
越
後
　
（
お
く
え
ち
ご
）

・
新
十
日
町
（
し
ん
と
お
か
ま
ち
）

・
妻
有
野
　
（
つ
ま
り
の
）

・
十
日
町
　
（
と
お
か
ま
ち
）

・
美
雪
（
み
ゆ
き
）

議
案
2

市
議
会
議
員
の
選
挙
区
の
定

数
に
つ
い
て

⑳
議
員
の
選
挙
区
定
数
に
つ
い
て
は

　
法
定
協
議
会
で
決
定
す
る
．

議
案
3

一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

㊧
十
日
町
広
域
圏
五
市
町
村
以

　
外
の
加
入
す
る
市
町
村
や
各
組

　
合
の
議
会
な
ど
と
の
調
整
が
必

　
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事

　
務
組
合
に
つ
い
て
は
法
定
協
議

　
会
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

主
な
一
部
事
務
組
合

・
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合

・
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合

・
魚
沼
地
区
障
害
者
福
祉
組
合

・
上
越
地
方
広
域
事
務
組
合

・
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

・
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

選
挙
区
定
数
の
決
定
を
法
定
協
議
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
委
ね
る
こ
と
と
し
た
背
景
は
…

　
　
（
小
委
員
会
報
告
文
抜
粋
）

　
議
員
定
数
4
0
名
の
選
挙
区
配
分

に
つ
い
て
、
基
準
と
な
る
人
口
及

び
現
在
の
議
員
数
等
を
参
考
に
協

議
し
て
き
ま
し
た
が
．
十
日
町
市

と
他
の
四
町
村
に
お
い
て
、
意
見

調
整
が
A
呈
思
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
日
町
市
議

会
に
お
い
て
は
、
人
口
に
比
例
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
し
、
　
一

名
の
議
員
に
対
す
る
人
口
比
が
他

の
四
町
村
の
二
倍
に
な
る
（
定
数

配
分
を
導
入
し
た
場
合
）
こ
と
か

ら
、
議
員
の
理
解
が
得
に
く
い
と

い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
一

方
、
四
町
村
議
会
に
お
い
て
は
．

現
在
の
議
員
数
が
大
幅
に
減
少
す

る
こ
と
か
ら
．
　
一
回
限
り
の
定
数

40
名
、
選
挙
区
制
を
採
用
し
た
意

味
か
ら
し
て
も
、
可
能
な
限
り
手

厚
い
配
分
を
要
請
す
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
で
合
併
協
議
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
べ
き

だ
と
い
う
点
で
は
、
相
方
と
も
一

致
し
た
見
解
で
あ
り
ま
す
。

　
円
満
な
結
論
を
求
め
住
民
の
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
．
慎
重
な
協
議

を
行
う
べ
き
と
い
う
考
え
か
ら
、

本
委
員
会
で
結
論
付
け
る
こ
と
は

見
送
り
、
法
定
協
議
会
に
お
い
て

十
分
検
討
し
た
上
で
決
定
し
た
い
、

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
を
ご

報
告
し
ま
す
。
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公
募
の
中
に
は
「
平
和
」
や
「
幸

福
」
「
は
っ
て
ん
」
と
い
っ
た
将
来
に

希
望
を
託
す
も
の
が
目
に
つ
い
た
。

し
か
し
「
松
代
」
や
「
十
日
町
」
、
「
妻

有
」
と
い
っ
た
今
ま
で
の
地
域
名
を

絡
め
た
名
称
を
新
市
名
に
し
た
い
と

の
応
募
が
多
か
っ
た
。
歴
史
．

文
化
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た

こ
れ
ま
で
の
親
し
み
を
も
っ
た
名
称

に
は
．
誰
し
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

　
こ
の
新
市
の
名
称
の
選
定
に
つ
い

て
も
議
論
を
呼
ん
だ
。
今
回
候
補
に

あ
げ
ら
れ
た
六
つ
の
名
称
の
う
ち
四

つ
に
「
十
日
町
」
「
妻
有
」
と
い
っ
た
、

頸
城
地
域
に
な
じ
み
の
薄
い
名
称
案

が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
こ
れ
ま
で
『
松

之
山
郷
』
と
い
う
近
代
の
歴
史
的
な

潜
在
感
を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
妻
有

と
い
う
名
称
に
は
違
和
感
が
あ
る
人

も
多
い
。
名
称
は
地
域
へ
の
愛
着
と

新
市
の
名
称
を
め
ぐ
つ
て
は
…

将
来
の
発
展
を
目
指
す
原
動
力
に
も

な
る
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
親
し

み
や
歴
史
へ
の
感
心
が
薄
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
異
論
を
唱
え
る
意

見
も
多
く
出
さ
れ
た
。
「
新
市
の
名
称

い
か
ん
で
は
．
合
併
離
脱
も
辞
さ
な

い
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
町
村
も
あ

る
ほ
ど
．
各
委
員
の
思
惑
は
深
い
。

ー
「
美
雪
」
の
追
加
－

　
小
委
員
会
で
の
選
定
案
の
ほ
か
に

任
意
協
議
会
で
「
美
雪
（
み
ゆ
き
）
」

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
雪
は
美

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」
、
「
雪
を
克

　
　
服
す
る
こ
と
は
．
新
市
建
設
計

　
　
画
に
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
」
な
ど
や
「
新
し
い
方
向
へ
向
お

う
と
す
る
理
念
が
内
外
の
人
に
も
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
名
称
が
い
い
」

と
い
っ
た
意
見
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

た
。　

新
市
の
名
称
は
、
法
定
協
議
会
で

決
定
さ
れ
る
。

議
案
4

法
定
協
議
会
の
設
立
日
程
等

に
つ
い
て

⑳
灘
．
設
鐡
時
期

　
平
成
1
6
年
の
1
月
な
い
し
2

月
を
設
立
目
標
と
す
る
．
議
会

　
は
か

に
諮
る
時
期
は
市
町
村
長
で
協

議
す
る
．

2
．
設
謹
後
の
ス
奪
聲
鑓
i
叛

①
合
併
協
議
は
、
設
立
後
四
か

　
月
程
度
で
協
議
を
終
え
る
．

②
協
議
が
終
了
し
た
場
合
は
、

　
合
併
協
定
調
印
後
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
市
町
村
議
会
に
配
置
分
合
の

　
議
案
な
ど
関
連
議
案
を
諮
る
．

③
法
定
協
議
会
の
設
置
期
問
は
、

　
配
置
分
合
な
ど
の
議
会
議
決
後

　
も
事
務
的
調
整
の
た
め
新
市
発

　
足
前
の
適
当
な
時
期
ま
で
置
く
。

3
．
協
議
事
項

　
任
意
協
議
会
で
未
決
定
の
事

項
を
協
議
す
る
．

①
合
併
の
期
日

②
新
市
の
名
称

③
新
市
建
設
計
画

④
議
会
議
員
の
定
数

⑤
大
字
名
・
行
政
区
名
に
つ
い
て

⑥
地
域
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

4
．
法
定
協
議
会
の
委
員
と
組
織

　
構
成
委
員
は
任
意
協
議
会
と

同
じ
構
成
と
し
、
各
市
町
村
の

長
、
議
会
の
議
長
と
合
併
担
当

特
別
委
員
の
委
員
長
な
ら
び
に

住
民
代
表
の
学
識
経
験
者
な
ど

計
2
6
名
と
す
る
．

　
ま
た
、
組
織
も
同
様
に
、
小
委

員
会
や
幹
事
会
な
ど
を
設
け
る
．

議
案
5

任
意
協
議
会
の
解
散
に
つ
い

て⑳
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協

　
議
会
を
法
定
協
議
会
設
置
の
日

　
の
前
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
．

議
案
6

事
務
事
業
の
協
議
に
つ
い
て

（
第
1
1
回
任
意
協
議
会
で
決
定
）

ω
農
政
関
係
事
業

①
農
業
事
業
関
係
の
補
助
に
関
す

　
る
こ
と
（
農
業
施
設
整
備
関
係
）

㊧
新
市
に
お
い
て
も
農
業
振
興

　
を
推
進
す
る
．
国
県
事
業
の
上

　
乗
せ
助
成
は
地
域
性
（
地
形
な

　
ど
）
を
考
慮
し
て
5
～
1
0
％
の

　
補
助
と
し
、
市
単
独
事
業
は

　
5
0
％
以
内
の
補
助
率
を
基
本
と

　
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
を
設

　
け
て
交
付
要
綱
な
ど
を
定
め
る
。

②
団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業

　
に
関
す
る
一
』
と

㊧
生
産
基
盤
整
備
型
事
業
に
対
し

　
て
は
、
地
域
性
を
考
慮
し
て
5
～

　
1
0
％
以
内
の
上
乗
せ
補
助
を
基

　
本
と
す
る
（
継
続
事
業
に
つ
い

　
て
は
現
行
の
と
お
り
引
き
継
ぐ
）
。

・
農
道
な
ど
の
公
共
性
の
高
い

　
生
活
環
境
基
盤
整
備
型
事
業

　
は
、
新
市
で
整
備
す
る
．

③
市
町
村
単
独
土
地
改
良
事
業

　
に
関
す
る
こ
と

⑳
単
独
補
助
事
業
の
補
助
率
は
、

　
限
度
額
を
定
め
た
う
え
で
、
地

　
域
性
を
考
慮
し
、
3
0
～
5
0
％
以

　
内
と
す
る
。
ま
た
、
公
共
性
の

　
高
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市

　
で
整
備
す
る
．

・
採
択
基
準
は
、
原
則
国
県
事

　
業
に
該
当
し
な
い
事
業
で
、
詳

　
細
は
新
市
で
規
定
す
る
．

④
国
県
農
業
農
村
整
備
事
業
に

　
関
す
る
－
』
と

⑳
国
県
営
事
業
で
定
め
る
地
方

　
公
共
団
体
の
負
担
割
合
以
内
を

　
原
則
と
し
、
特
別
の
理
由
が
あ

　
る
場
合
に
限
り
、
地
域
性
を
考

　
慮
し
た
上
乗
せ
補
助
を
行
う

　
（
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
現
行

　
の
と
お
り
引
き
継
ぐ
）
。

⑤
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
に
関
す
る
一
』
と

⑳
団
体
営
国
庫
災
害
事
業
は
、
地

　
元
負
担
を
農
地
災
害
5
％
以
内
、

　
施
設
災
害
3
％
以
内
と
す
る
。

・
単
独
災
害
補
助
は
、
松
代
町

　
の
例
に
よ
り
地
元
負
担
を
5
0
％

　
以
内
と
し
、
農
地
災
害
に
つ
い

　
て
は
限
度
額
を
規
定
す
る
．

⑥
県
単
土
地
改
良
事
業
に
関
す

　
る
－
』
と

⑳
地
形
な
ど
の
地
域
性
を
考
慮
し
、

　
5
～
1
5
％
の
上
乗
せ
補
助
を
基

　
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
共
性

　
の
高
い
事
業
は
、
新
市
で
整
備

　
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
．

次
月
号
は
、
新
市
建
設
計
画
の
概

要
と
長
期
財
政
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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醗15年度　」
松寿大学閉講式

　
今
年
の
受
講
の
締
め
く
く
り

と
な
る
松
寿
大
学
閉
講
式
．
そ

の
寂
し
い
響
き
と
は
対
照
的
に
、

毎
年
、
賑
や
か
な
楽
し
い
閉
講

と
な
る
。

　
n
月
1
3
日
、
会
場
の
総
合
セ

ン
タ
ー
に
は
約
百
五
十
名
の
受

講
生
が
集
ま
り
、
第
一
部
の
式

典
と
第
二
部
の
懇
親
会
の
構
成

で
、
六
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
．

　
式
典
に
は
し
ぶ
み
の
家
の
皆

さ
ん
が
踊
り
や
手
作
り
紙
芝
居

な
ど
の
芸
能
発
表
を
催
し
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

た
．
ま
た
、
二
部
の
懇
親
会
で

は
苧
島
集
落
の
受
講
生
に
よ
る

お
い
ら
ん

「
花
魁
道
中
」
や
声
自
慢
の
受
講

生
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛

り
上
が
っ
た
．

　
「
自
分
の
老
い
に
輝
き
を
与
え

る
こ
と
が
松
寿
大
学
の
ね
ら
い

で
す
」
と
話
す
美
濃
和
英
学
長
。

今
年
も
百
八
十
名
の
受
講
生
が

書
道
や
ち
ぎ
り
絵
な
ど
六
つ
の

専
門
講
座
を
と
お
し
て
校
友
の

和
を
広
げ
た
．

咲lN，圃‘N，回¢N脚Nl圃INl回INl國IN，回IN刺INl回岡回岡圃‘N，圃1レ41圃IN脚Nl國INl國1レ4脚凶1圓岡國IN艸凶1國lN，回INl國lNl回IN，圃1図，H‘図脚Nl回εN刺lN脚Nl國IN艸N艸レぐ脚図9圃lN，圃‘N，圃1レ4，圃IN，回εN脚Nl回INl回1凶，圃N脚N，圃‘N，圃IN，圃lN，回INIP

灘羅婆

・
曝

　
翼
搬

草
津
温
泉
旅
行
に
参
加
し
て

　
夏
の
う
ち
天
候
不
順
で
秋
始
末
も
は

か
ど
ら
ず
、
「
困
っ
た
ね
」
の
繰
り
返
し

で
し
た
が
、
1
0
月
9
日
・
1
0
日
の
松
寿

大
学
の
草
津
温
泉
旅
行
に
行
く
朝
の
天

気
の
よ
い
こ
と
。
嬉
し
さ
に
心
は
ず
ま

せ
、
早
々
役
場
ま
で
主
人
に
送
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
誰
も
来
て
い
ま

せ
ん
。
し
ば
ら
く
待
つ
う
ち
に
一
人
、

二
人
と
み
え
は
じ
め
、
や
が
て
大
き
な

バ
ス
が
二
台
到
着
し
ま
し
た
．
全
員
揃

い
、
美
濃
和
学
長
の
お
話
し
を
聞
い
た

あ
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
車
に
乗
り
込

む
と
、
輝
か
し
い
朝
日
の
見
送
り
を
受

け
て
い
よ
い
よ
草
津
温
泉
行
き
の
バ
ス

の
出
発
で
す
．

　
草
津
温
泉
の
歌
の
文
句
に
も
あ
る
よ

う
に
、
お
湯
の
中
に
も
花
が
咲
い
て
い
る

と
思
え
る
ほ
ど
温
泉
の
良
い
こ
と
．
何

　
　
　
度
訪
れ
て
も
飽
き
足
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
観
光
で
特
に
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
浅
間
山
の
火
砕

流
の
傷
あ
と
が
当
時
の
惨
状
を

今
も
語
る
鬼
押
し
出
し
の
大
き

な
岩
塊
で
す
．
今
か
ら
二
百
二

十
年
前
の
突
然
の
噴
火
で
、
押

し
寄
せ
る
火
砕
流
に
逃
げ
惑
っ

松
寿
大
学
学
生

池
田
　
ハ
ル

（
仙
納
・
杉
原
）

た
村
民
た
ち
．
赤
ん
坊
を
お
ぶ
っ
た
あ

る
母
親
は
避
難
場
で
あ
る
鎌
原
観
音
堂

の
手
前
二
坂
三
坂
の
と
こ
ろ
で
不
運
に

も
火
砕
流
に
飲
み
込
ま
れ
、
母
子
共
々

黒
焦
げ
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
今
も
そ
の
母
子
を
お
堂
の
近
く
に

祀
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
と
き

の
子
を
思
う
母
心
に
か
ら
れ
涙
し
て
案

内
に
聞
き
入
り
な
が
ら
悲
哀
深
い
岩
塊

に
改
め
て
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
．

　
そ
ん
な
浅
間
山
を
後
に
、
次
な
る
行

程
へ
と
進
む
の
で
す
が
、
浅
問
酒
造
観

光
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
も
、
白
根
山
を

登
山
し
て
も
松
寿
大
学
の
黄
色
い
タ
ス

キ
は
本
当
に
い
い
も
の
で
す
。
目
じ
る

し
に
な
る
ば
か
り
か
仲
問
同
士
の
融
和

が
保
た
れ
、
私
の
よ
う
に
足
も
耳
も
わ

る
く
皆
さ
ん
の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な

い
か
と
心
配
す
る
者
に
は
、
前
を
見
て

も
後
を
振
り
返
っ
て
も
安
心
で
き
る
立

派
な
も
の
で
し
た
．
そ
し
て
、
宿
泊
先

で
の
一
晩
中
に
ぎ
や
か
な
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
松
寿
大
学
へ
入
学
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
．

　
学
長
は
じ
め
事
務
局
の
方
に
感
謝
し
、

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第17回

越機まつだ⑩

3月13日幽～14日（日）開催

上みこし活き！生き！合戦』参加団体募集

1．開催期日＝3月13日午後8時（予定）

2．参加資格

①越後妻有郷観光協議会に属する市町村（十日町市・川西町・

　津南町・中里村・高柳町・松之山町・松代町）に在住、もし

　　くは勤務する人をリーダーとし、8人以上で結成したチーム．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま②会場内は大変混雑しますので、景品などの配布や撒く行為は

　禁止します．

③その他、会場内で一般の観客に影響を及ぼす行為は禁止します．

3．参加料＝無料
4．申込方法＝越後松代幕府本陣へ電話でお申し込みください。

5．申込期限＝平成16年1月30日（金）※先着15団体まで

（欝騨薪鯉鴇蔽．繍。響鷺轡進呈）
前回優勝の「千年やろね会」

仔のっとれ』！松代城』出場戦士募集

1．開催期日＝3月14日（日）正午出陣

2．出場資格＝出身国を問わず元服年齢（高校生以上）の身体屈

　　　　　　強な男女

3．参加料二3，000円
4．申込方法＝参加申込書に必要事項をご記入のうえ、越後松代

　　　　　　幕府本陣へお申し込みいただくか、ホームページ

　　　　　　にてお申し込みください．

5．申込期限＝平成16年2月27目（金》※先着400名まで

　　　　　　申込書を受付しだい、参加振込用紙をお送りします．

琿懸

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一キリトリ線一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r

　　　　「のっとれ1松代城」参加申込書　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　☆誓約書　この申込書の記入、提出をもって「のっとれ！松代城」大　　　1

　　　　　会参加中に生じた事故については私（私達）の責任におい　　　1
　　　　　て処理し、主催者に迷惑をお掛けしないことを誓約します。　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

郵便番号 〒　　　一　　　　　　性別　男・女

連絡先

住所 E　　　（　　　）
フリガナ

氏名

　　　　　　　　　　　　年齢

　　　　　　　　　　　　　　　歳

仮装名称＝

仮装部門参加の場合のみ記入

　　　　　　　　　　　　仮装者数　　　名

参加申込・問い合わせ

松代町役場内　越後松代幕府本陣

〒942－1592

新潟県東頸城郡松代町松代3252－1

TEL　＝02559－7－2220　　FAX＝02559－7－2526

ホームページ　http：／／www．echigo－matsudai．com／

主催＝越後松代幕府本陣（越後まつだい冬の陣実

　　行委員会）



黍
逃
確
認
の
藪
要
艦

　
最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
う

ち
に
、
ま
っ
た
く
見
ず
知
ら
ず

の
人
と
の
婚
姻
届
や
養
子
縁
組

　
　
　
　
い
つ
わ

届
な
ど
、
偽
っ
た
戸
籍
の
届
出

が
さ
れ
、
戸
籍
に
事
実
と
異
な

る
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
大
き
な
社
会
問
題
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
偽
り
の
届
出
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
戸
籍

窓
ロ
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
実

施
す
る
一
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
届
出
持
参
者
に
対
す
る
本
人

　
確
認
の
実
施

②
未
確
認
届
出
人
に
対
す
る
文

　
書
に
よ
る
通
知

い
つ
わ偽

っ
た
戸
籍
の
届
出
を
防
ぐ
た
め

窓
ロ
で
の
本
人
確
認
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
ず

離
象
き
な
る
届
出
の
種
類

・
婚
姻
届

・
離
婚
届

・
養
子
縁
組
届

・
養
子
離
縁
届

こ
の
四
種
類
の
届
出
に
は
、
窓

口
で
の
本
人
の
確
認
も
し
く
は

未
確
認
届
出
人
に
対
す
る
文
書

に
よ
る
通
知
を
行
い
ま
す
。
・

　
事
件
を
未
然
に
防
ぎ
、
戸

籍
制
度
の
信
頼
性
の
維
持
と

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
を
確
実
に
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
．

たとえば…一

霧織辮へ繕綴欝；

灘し鵜響鷹ろ穿

灘嚢欝

轟
卜

馨
》
）
　

　　類qノ
箸ノ
届

憂禦議類浄灘窃鞍藩嫁

ゼ巖矯寮零人⑦確欝が驚逡蓼も鷹

参る捲iど＊ぎ

難

騒
本パ窃髭駕麺臓が壌毒藩彰驚

9獅

本
轟
確
認
の
鑑
法

①
届
出
持
参
者
に
対
す
る
本
人

　
確
認
の
方
法
は
…
…

身
分
証
明
書
の
う
ち

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど

こ
れ
ら
官
公
署
が
発
行
す
る
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
を
窓
口
に

提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

②
未
確
認
届
出
人
に
対
す
る
文

　
書
に
よ
る
通
知
は
…
…

　
身
分
証
明
書
を
持
参
し
な
い

場
合
や
使
者
に
よ
る
届
出
も
し

く
は
郵
送
に
よ
る
届
出
に
よ
り
、

窓
口
で
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
届
出
の
受
理
決
定
後
、
届

出
人
に
対
し
届
出
を
受
理
し
た

こ
と
の
通
知
を
行
い
ま
す
。
も

し
本
人
が
届
出
に
心
当
た
り
が

な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
一
松
代
町
役
場

住
民
課
　
戸
籍
住
民
係
ま
で

　
　
（
T
E
L
7
－
2
2
2
0
）

》Ooo幡o－o－o－oo（lo幡o－o－oOo－o一〔》一〇〇（》ooOo－o－o一《》o（》一〇一〇〇〇一〇〇〇〇1》o幡oOo－oOoooOl》一〇〇〇一〇〇（》o（》一（層〔》Ol）一〇〇〇一〇〇〇一〇〇1》o（》一〇〇1

水
道
管
の
凍
結
防
止
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
冬
期
間
は
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の

破
損
で
漏
水
す
る
事
故
が
発
生
し
ま

す
。
春
先
の
水
道
料
金
の
多
額
請
求

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防

止
の
た
め
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

・
屋
外
の
不
凍
水
栓
の
不
十
分
な
水

　
抜
き
操
作

・
器
具
の
故
障
に
よ
る
漏
水

・
ト
イ
レ
の
凍
結
防
止
用
水
の
止
め

　
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

◆
不
在
家
屋
は
要
注
意

・
冬
期
間
、
不
在
と
な
る
家
屋
の
漏

水
が
多
く
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー

の
脇
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
家
中

の
蛇
口
を
『
端
全
部
あ
け
て
水
道
管

内
の
水
抜
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
漏
水
を
確
認
す
る
に
は

　
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
水

道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態
で
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
左
図
）
が
回
っ
て
い
る
と
き
は
漏

水
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
者

歯　　蝿
　　　・戴
　　7　　コ

パイロットマーク

漏水の場合は、至急、

指定給水装置工事事業

にご相談ください。
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　降雪の時期をむかえ、道路除雪が始まります。

　最近、除雪作業を行ううえでいろいろな問題があり、支

障をきたすことがあります。円滑に生活道路を確保し快適

な冬を過ごすために、次の点にご協力をお願いします。

道路除雪にざ協力を！
　一松代町役場　建設課・一

①排雪場（雪捨場）の確保に

　　　　　　　　ご協力をお願いします

　除雪に行くと「あそこに雪を出すな、ここに雪を出

すな」という話があり、除雪に大変苦労しています。

　そういう場所が増えると除雪に時間がかかり通勤・

通学に間に合わなかったり、最悪の場合除雪ができ

なくなりますので、ご理解をお願いします。

③　危険です。除雪車に近付かないで！

　除雪中に玄関先の雪を出すのは特に危険です。絶

対やめましょう。

②　除雪は幹線道路が優先です

　除雪は集落間を結ぶ幹線道路が優先です。すべて

の路線について、通勤・通学に間に合うよう頑張っ

ていますが、異常降雪や大雪の時には遅れたり、除

雪ができない場合もありますので、ご了承ください。

④　除雪が終わってから道路に

　　　　　　　雪を出さないでください。

　除雪が終わってから雪を出されると、交通の障害

になります。また、それが原因で事故が起きると罰

せられる場合がありますので、気を付けましょう。

今年新たに除雪を行う4路線

〈室野〉苧平学校線357㍍ 〈室野〉中通線 83㍍

　　　　　　　　　　　　　　　町

　　　　　　　　　　　　　　　内

　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
　一日振興事務所長樋ロ　真澄薩当
　　　　　　　　　　　　　　　子
の聾嫉総歌暫亀徽誌黍校
　　　　　　　　　　　　　　　の
課、維持管理課などいろいろありま
した．維持管理課では、道路1こ穴が5

できたとき業者の却こr直してくだ年

さいと」依頼するそうで引工事現生

場にもいきました。r浦川原1号トンカ置

ネノレ（上沼道）」です。土がやわらか振

く作業が大変そうでした・興
　　　　　　　　（感想文抜粋）事

　　　のヨ
峠方面欝

番
吻　一、欝す

翻　　　　　■　　　　　％，■P　　　　　，　■　　　　　，

　奴奈川小学校

　　　　　　峠方面

　　　　爆．腕
一
榔
肪
面
懸 騒　　　　　　　　　　嘉，

　　　　　　　　　　　　甲

中通線
松代方面

福島方面

・
幾

〈奈良立〉居村線　　252㍍ 〈千年〉中央線

務
所
の
職
場
体
験

93㍍

室野方面

矯墾．

　　老嘱

奈良立居村線

H

護　　
鱗

　
　
　
　
線

　
　
　
　
央

　
　
　
　
中

　
　
　
　
年

　
　
　
　
千

璽璽　　上
　
方
面

　
　
　
緬

“
鵬

松代方面

評珍

騨穆
鰯
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

●●●

　
の
　

　
蝿

　
　
舳

　
　
O

灘

　
恒
例
の
東
京
松
代
会
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
は
1
0
月
1
9
日
（
日
）
、

女
性
1
4
名
・
男
性
3
7
名
の
総
勢

51

名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
．
今

回
の
行
き
先
は
、
千
葉
県
の
銚

子
．
秋
の
海
風
の
爽
感
に
触
れ

よ
う
と
集
合
場
所
の
上
野
公
園

口
に
集
ま
っ
た
参
加
者
を
乗
せ
、

バ
ス
は
8
時
に
銚
子
方
面
に
向

け
て
走
り
出
し
た
．
出
発
し
て

間
も
な
く
、
片
山
徳
重
実
行
委

員
長
の
十
八
番
（
お
は
こ
）
で
、

こ
の
旅
行
の
た
め
に
仕
込
ん
だ

と
い
う
新
作
“
松
竹
梅
”
の
名

調
子
が
披
露
さ
れ
、
車
内
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

太
平
洋
の
景
色
を
満
喫
し
た

　
雛

．
熱纏

　
　
嚢

銚
子
日
帰
り
ツ
ア
ー

望

　
　
　
　
　
　
　
☆

　
　
　
　
ま
ず
は
佐
原
市
の
東

　
　
　
薫
酒
造
見
学
．
グ
イ
飲

　
　
　
み
で
大
吟
醸
を
試
飲
が

　
　
　
て
ら
に
お
神
酒
を
済
ま

せ
る
と
、
次
に
鹿
島
神
社
を
参

拝
。
杉
並
木
の
大
木
に
触
れ
鋭

気
を
養
う
．
境
内
に
は
、
お
宮

参
り
や
一
足
早
い
七
五
三
の
家

族
の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら

れ
た
．

　
朝
が
早
か
っ
た
せ
い
か
お
腹

が
す
い
た
1
2
時
過
ぎ
、
犬
吠
崎

の
ホ
テ
ル
「
ニ
ュ
ー
大
新
」
で

昼
食
．
新
鮮
な
カ
ツ
オ
、
イ
カ

の
刺
し
身
、
ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー

焼
き
な
ど
海
辺
な
ら
で
は
の
海

鮮
料
理
で
酒
宴
．
カ
ラ
オ
ケ
も

あ
り
で
、
ま
る
で
夜
の
宴
会
の

よ
う
だ
っ
た
．

　
昼
食
を
終
え
る
と
犬
吠
崎
灯

柳
　
　
　
克
　
治

埼
玉
県
新
座
市
在
住

　
　
　
（
小
屋
丸
・
隠
居
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
せ
ん

台
を
訪
れ
た
．
9
9
段
あ
る
螺
旋

階
段
を
経
て
展
望
台
へ
上
る
と
、

海
面
上
52
㌶
地
点
か
ら
見
渡
す

視
界
3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

は
、
心
に
開
放
感
を
も
た
ら
す

最
高
の
眺
望
で
あ
っ
た
．
日
帰

り
な
の
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
太
平
洋

の
景
色
と
海
の
幸
を
存
分
に
満

喫
し
た
旅
だ
っ
た
。

　
来
年
は
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
．

（
こ
の
旅
で
、
田
辺
勇
治
さ
ん
（
山

平
地
区
）
の
知
人
で
、
内
田
ヒ

デ
ノ
さ
ん
（
銚
子
在
住
”
寺
田
・

岩
屋
敷
）
か
ら
、
銚
子
名
物
の

さ
つ
ま
揚
げ
を
お
土
産
に
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
田

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
．
）

　
　
◆
秋
の
叙
勲
で
会
員
受
章

よ京
　
　
　
　
　
　
　
樋

東
今
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
元
墨
田

　
　
区
議
会
議
長
樋
口
丈
吉
さ
ん
（
田

　
　
野
倉
〈
堂
の
浦
〉
出
身
）
が
、
旭
日

　
　
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
樋
口
さ
ん
は
昭
和
倣
年
に
は

　
農
業
功
労
に
よ
り
黄
綬
褒
章
を

　
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

　
　
昭
和
4
2
年
か
ら
3
6
年
に
わ
た
り

　
　
区
議
会
議
員
と
し
て
区
政
発
展

　
　
に
貢
献
さ
れ
た
、
そ
の
功
績
を

　
た
た
え
て
の
受
章
で
す
。

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＝
一

一
＝
n

第二回ふるさとスキー体験のご案内
　昨年ご好評をいただいた“ふるさと松代町”

でのスキー体験ツアーを今年も行います．ベテ
ラン講師陣による親切指導で、はじめてスキー
を履くお子さんも安心して滑れます．

　この機会に、お子さんお孫さんとご一緒に楽
しい冬を体験しませんか。

　日　時＝2月7日（±）～8日（日）

　体験場所＝松代ファミリースキー場
　宿泊場所＝松代町青少年研修センター

　参加費用＝大人　14，000円
　　　　　子供　　9，000円
　お申し込みは、先着50名まで。下記の実行委
員へご連絡ください。

地区 役　員 電話番号
松　代 柳　　克治 048－478－6503
峰　方 小野島　螢 0426－77－3428
伊　沢 柳　　政直 0471－39－2263
山　平 菅井　正博 048－584－5735
奴奈川 山岸　茂勝 047－344－4311
奴奈川 石野　　士 048－832－7288
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松
代
の
自
然

　
明
日
は
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
投
票

日
と
い
う
八
日
の
タ
方
、
福
島
集
落
の

中
で
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
作
業
を
し
て
お
ら
れ
た
儀
明
の

小
堺
正
利
町
議
さ
ん
が
、
近
く
を
通
り

掛
か
っ
た
私
を
止
め
て
、
苧
（
カ
ラ
ム
シ
）

の
葉
を
食
害
し
て
い
る
と
い
う
不
気
味

な
虫
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
．
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
そ
の
虫
は

鮮
明
に
写
っ
て
い
て
、

し
い
も
の
で
し
た
。
こ

の
虫
が
大
量
に
た
か
っ

て
葉
を
食
い
荒
ら
し
、

人
問
が
近
づ
く
と
一
斉

に
体
を
揺
す
っ
て
脅
か

す
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
見
た
私
も
数

年
前
に
同
じ
よ
う
な
体

験
を
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

見
る
も
お
ぞ
ま

　
　
　
　
　
購

虫鋤か
講
．

ス
礁

ラ
轟

　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
安
塚
町
の
『
坊

金
の
大
杉
』
を
巡
察
し
て
い
た
と
き
に
、

急
な
山
道
の
途
中
で
た
く
さ
ん
の
虫
の

群
れ
が
苧
の
葉
を
食
い
尽
く
し
て
、
別

の
箇
所
へ
と
移
動
し
て
い
る
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
残
っ
て
食
い
続
け
て
い
る
も

の
は
、
私
の
接
近
に
反
応
し
て
一
斉
に

体
を
揺
す
っ
て
い
ま
し
た
．

　
あ
と
で
偶
然
昆
虫
図
鑑
で
知
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
主
に
イ
ラ
ク
サ
科
の

郵翻 植
物
を
食
草
と
し
て
い
る
フ
ク
ラ
ス
ズ

　
　
　
　
が

メ
と
い
う
蛾
の
幼
虫
で
し
た
。
カ
ラ
ム

シ
も
イ
ラ
ク
サ
科
の
一
員
で
す
か
ら
彼

ら
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
当
然
の
宿
命
な

の
で
す
．

　
フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
と
い
う
蛾
は
、
濃
い

く
す
ん
だ
褐
色
の
気
味
の
悪
い
も
の
で
、

成
虫
の
ま
ま
越
冬
し
ま
す
。
民
家
の
中

に
も
入
っ
て
き
て
、
灯
火
に
寄
っ
て
き

て
は
暗
が
り
に
止
ま
り
、
灯
火
を
反
射

し
て
目
玉
が
赤
く
輝
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
ゆ
死
に
神
の
お
仕
い
か
、
と
思
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ
ど
ゾ
ッ
と
さ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
羅
　
『
せ
ら
れ
る
も
の
で

顯轄灘

と難…難
思轟灘

　、

す
．　

春
に
な
っ
て
神

社
の
中
に
最
初
に

入
っ
た
と
き
、
そ

の
越
冬
し
て
い
た

個
体
の
多
さ
に
驚

か
れ
た
人
も
多
い

あ
の
蛾
の
幼
虫
が

こ
れ
だ
っ
た
の
で
す
。

　
小
堺
正
利
さ
ん
は
時
々
珍
し
い
写
真

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
も
の
に
も
関
心
を
寄
せ
る
こ
と

も
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
．

　
今
度
は
何
を
発
見
さ
れ
る
か
楽
し
み

で
す
．

（
写
真
小
堺
正
利
さ
ん
　
文
高
橋
八
十
八
）

菅
井
良
一
・
ツ
タ
さ
ん
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
平
）

村
山
政
行
・
ト
ミ
さ
ん
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
）

平成15年度

礁喩轡聾

（、A＋欝灘轟霧業暴会場）

　農業賞は、農業経営の活動実績が

他の模範となる優秀な農業者に贈ら

れる賞です。

孟
地
生
産
組
合

（
組
合
長
　
若
月
為
次
さ
ん
）

（
副
組
合
長
柳
　
　
譲
さ
ん
）

　
　
　
　
　
組
合
構
成
戸
数
　
1
4
戸

　
両
農
家
と
も
農
地
の
購
入
や
借
り
入
れ

に
よ
る
農
地
集
積
を
行
う
こ
と
で
規
模
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役

目
を
務
め
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
特
別
栽
培
米
の
作
付
け
を
増
や
す

こ
と
で
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指

す
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　ヤ染る　　　轄　　慧タ　善轟　　　義、
黍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
．
岬

　
孟
地
生
産
組
合
は
、
平
成
9
年
に
稲
作

中
心
の
農
業
生
産
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
1
1
年
に
は
経
営
の
多
角
化

を
進
め
る
た
め
、
夏
秋
ナ
ス
の
栽
培
に
取

組
み
ま
し
た
．
兼
業
農
家
が
多
い
当
組
合

の
労
働
力
を
補
う
た
め
、
集
落
の
主
婦
や

老
人
た
ち
に
作
業
の
一
部
の
協
力
を
願
い
、

集
落
ぐ
る
み
で
の
営
農
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
．
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三障害小規模通所授産施設

　　「しぶみの家」感謝祭

繋
辮

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
民
生
委

員
の
み
な
さ
ん
。
そ
し
て
、
家
族
の
み
ん
な
、

あ
り
が
と
う
」
．
し
ぶ
み
の
家
に
通
う
皆
さ

ん
は
、
配
膳
す
る
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
言
葉
を
掛
け
て
い
ま
し
た
．

　
1
1
月
2
7
日
、
し
ぶ
み
の
家
感
謝
祭
。
雑

煮
や
お
に
ぎ
り
な
ど
用
意
し
た
食
事
約
百

人
分
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
三
日
前
か
ら

準
備
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
．

　
し
ぶ
み
の
家
が
三
障
害
通
所
作
業
所
と

し
て
活
動
を
は
じ
め
て
か
ら
三
年
六
カ
月
。

通
所
す
る
皆
さ
ん
の
努
力
と
、
し
ぶ
み
の

家
を
支
え
る
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
意
向
が
か
な
っ
て
、
今
年
十
月
一

日
か
ら
小
規
模
通
所
授
産
施
設
と
し
て
法

定
化
さ
れ
ま
し
た
。
「
毎
日
い
そ
が
し
く
て
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
通
所
す
る
皆
さ

ん
は
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
注
文
の

食
事
に
笑
顔
を
添
え
た
も
て
な
し
は
、
心

の
こ
も
っ
た
温
か
み
が
あ
り
ま
し
た
。小堺議長と宮沢住民課長が

餅つきのお手伝い

9
0
0
0
0
0
0
0
9
0
0
0
0
0
0
0
0
9
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
9
9
0
0
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
』

今年ぽ暖冬・崩雪黛

　町内あちこちから寒桜（二期

桜）がきれいだとのお話しをい

ただきました。

　
骸
欝

鍵
　
　
・

議灘欝

語
講
欝
、

ー
＾
騒
　
　
き
鰻
・
P
　
－
．
／
箋
　
■

　　　　　　　鋸
　　　　　　欝

　　　　纏

　　　　憲

　　　難　　懸

き画

　
お
な
じ
み
の
積
雪
占
い
「
カ
マ
キ
リ
の

卵
」
。
地
面
に
置
い
て
あ
っ
た
田
植
え
用
の

苗
か
ご
に
産
卵
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
地

面
か
ら
の
高
さ
約
2
0
弛
ン
折
。
っ
て
こ
と
は

…
。
（
写
真
提
供
H
小
荒
戸
笠
原
益
雄
さ
ん
）

第
湘
回
秋
の
味
覚
コ
ン
テ
ス
握

i
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
楽
し
む
妻
有
の
味
1

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ご
は
ん
・
お

か
ず
・
お
や
つ
の
三
部
門
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
．
審
査
員
に
は
、
テ
レ

ビ
番
組
で
も
お
な
じ
み
の
志
田
由
彦

さ
ん
（
新
宿
調
理
師
専
門
学
校
講
師
）

を
は
じ
め
五
名
に
よ
り
、
味
・
素
材
の

殊
勲
賞

敢
闘
賞

技
能
賞

菅井太一さん
　（松代町）

妻有郷食の研究会
　　（川西町）

ケーキハウス
アプリコツト
　（十日町市）

　
〈
料
理
名
〉

ク
ワ
イ
の
磯
揚

ま
る
ご
と
松
代
お
こ
わ

モ
グ
ラ
入
り
キ
ッ
シ
ュ

活
か
し
方
・
実
用
性
な
ど
を
評
価
し

た
。
講
評
で
志
田
さ
ん
は
「
自
信
を

持
っ
て
薦
め
ら
れ
る
料
理
で
す
．
地

域
の
特
産
品
に
も
な
る
も
の
な
の
で
、

今
後
も
新
た
な
料
理
の
研
究
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

灘
灘

　　料理名
コシヒカリだんご

の朴葉焼き（クル
ミ味噌味）

　　おがずリロ　ヨ　　　　　

　　煮なま誘と・　．
　郷欝瞳n隣し藤春暮i

　　料理名
煮なますと粉豆腐

の盛合わせ

　　皿　　十8理塵aつ志いもを
　　憧つたウレーム・ザリュレ

　　m　　皿

罵聾
　　料理名
十目町産さつまい

もを使ったクレー

ム・ブリュレ

〈
出
品
者
〉

笑
　
　
家
　
　
（
松
之
山
町
）

樋
口
愛
子
さ
ん
（
松
代
町
）

ひ
っ
ぽ
　
　
（
松
代
町
）
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高
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
佳
作

「
納
税
は
未
来
へ
続
く
道
づ
く
り
」

　
　
　
　
松
代
中
学
校
三
年
　
小
堺
　
貴
也

高
田
税
務
署
長
賞

「
税
金
に
夢
と
希
望
を
託
そ
う
よ
」

　
　
　
　
松
代
中
学
校
二
年
　
駒
形
　
知
彦

会
長
　
優
秀
賞

「
支
え
合
い
で
で
き
て
い
る
国
」

　
　
　
　
松
代
中
学
校
三
年
　
中
村

道
恵

会
長
　
奨
励
賞

「
税
の
お
か
げ
で
」

　
　
　
　
松
代
中
学
校
三
年

樋
ロ
友
佳
子

中学生による毯に関する作文と標麟
　税務署や納税貯蓄組合などが、少年少女たちに税について感心を持っ

てもらうことを目的に応募を募る「中学生による税に関する作文と標語」。

今年度は松代町から次の作品が選ばれ作品集にまとめられました。

　この活動は、生徒たちに税を正しく理解することで将来の国の財政に

参加・寄与・提言する意識を促したいとして行われています。出品され

た作品は、いずれも自分たちの身近な税の存在に目を向け、その大切さ

を改めて理解したものでした。

支
え
合
い
で
で
き
て
い
る
国

　
　
　
　
　
　
　
中
村
道
恵

　
私
が
「
税
」
と
い
う
言
葉
を
始

め
て
聞
い
た
の
は
六
年
前
の
こ
と

で
す
。
そ
の
こ
ろ
ち
ょ
う
ど
、
消

費
税
が
3
響
か
ら
5
響
と
な
り
、

周
り
の
大
人
の
人
も
「
税
、
税
」

と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
ま
だ
小
学
生
で
税
金
の
こ
と

は
な
ん
に
も
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、

買
い
物
を
す
る
と
き
定
価
よ
り
多

く
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
し
、
税
金
を
あ
ま
り
よ
く
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
中
学
校
に
入
り
、
税

金
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
税
金
は
、
私
た
ち
の
教
育

費
、
市
町
村
の
ゴ
ミ
処
理
費
、
医

療
費
な
ど
と
な
り
、
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
幅
広
く

い
か
さ
れ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
を
影
か
ら
支
え
て

く
れ
て
い
る
税
金
に
は
、
「
縁
の
下

の
力
持
ち
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　
〈
略
〉

　
平
成
3
0
年
に
こ
の
国
を
、
担
っ

て
い
る
の
は
私
た
ち
で
す
。
税
に

つ
い
て
深
く
考
え
理
解
し
、
そ
れ

を
次
の
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

た
だ
で
さ
え
若
い
カ
が
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
る
将
来
な
の
に
、
私

た
ち
の
老
後
を
税
で
支
え
て
く
れ

る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　
納
税
は
日
本
国
民
と
し
て
の
義

務
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

納
め
た
税
金
が
国
を
創
る
の
で
す
。

　
少
し
前
ま
で
税
金
の
こ
と
を
何

も
知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
こ

う
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
私

な
り
に
税
金
を
理
解
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
国
は
支
え
合

い
で
で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

　
　
（
紙
面
の
都
合
で
｝
部
抜
粋
）

マルチメディアフェスティバル

　　　　　　　齢脳擁越後妻有

口 臥　　一　　一　　　　　　　　　　　一

　一　　　一
　▼　　　　　　　　rr7嚇⑧口臥鑛・

恥。灘蹄違猶野民馳
参加募集のお知らせ

　
十
日
町
圏
域
六
市
町
村
が
主

催
す
る
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
4
．
m
越
後

妻
有
」
が
1
月
31
日
ω
と
2
月

1
日
佃
の
二
目
間
、
十
日
町
情

報
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
．

　
「
地
域
情
報
化
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
、

パ
ネ
ル
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
．
詳
細
が
決
定
次
第
、

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
圏
域
内
の
企
業
や
個

人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
以
前
に

も
増
し
て
数
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

恒
例
と
な
り
ま
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
（
『
第
3
回
越
後

妻
有
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
』
）
も
行
い
ま
す
．
参
加
い
た

だ
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
会

場
に
て
来
場
者
か
ら
自
由
に
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
豪
華
賞
品
も
多
数
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ

の
機
会
に
ご
自
慢
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
加
さ
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応

募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．

　第3回越後妻有ホームページコンテスト

◆募集期間＝平成朽年12月1日（月）～

　　　　　　平成16年1月23日團
◆募集部門：①一般部門　　　②小中学校部門

　　　　　　③ビジネス部門　④携帯部門

◆問い合わせ：十日町地域広域事務組合企画振興課

　　　　　　　　　　　　　　（TEL＝0257－57－2637）

◆ホームページ＝http＝／／www．echigo－tsumari．jp／mmfO4
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短
　
　
歌

風
呂
済
ま
せ
二
階
の
部
屋
に
書

を
読
み
て
夕
餉
を
告
ぐ
る
孫
の

声
待
つ
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

冬
に
な
っ
た
と
覚
悟
を
決
め
る

初
雪
の
な
べ
て
真
白
く
輝
き
さ

え
す
る
　
　
　
　
市
川
　
辰
雄

舞
い
上
が
り
風
に
渦
巻
く
も
み

じ
葉
の
地
面
に
屋
根
に
秋
色
を

積
む
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

小
春
日
の
日
向
に
尻
向
け
並
び

た
り
ど
つ
し
り
巻
け
る
白
菜
の

列
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

水
鏡
な
せ
る
谷
田
に
鷺
の
羽
の

白
さ
際
立
ち
雪
間
近
な
る

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

蒲
生
句
会

　
　
　
　
う
ま
や

農
機
具
を
厩
に
収
め
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

霜
の
夜
の
焼
鳥
妻
と
分
ち
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

川
幅
を
見
定
め
跳
び
し
狐
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

そ
ら
き
た
と
猫
が
逃
げ
出
す
初

あ
ら
れ霰

　
　
　
　
　
　
　
耕
人

二
人
居
の
大
鍋
煮
ゆ
る
恵
比
寿

講
　
　
　
　
　
　
　
折
人

　
　
　
わ
ら

白
菜
の
藁
の
鉢
巻
行
儀
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路

刈
り
了
え
し
田
圃
に
映
る
月
一

つ
　
　
　
　
　
　
　
良
　
治

芒
野
の
風
の
意
の
ま
ま
な
び
き

け
り
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

雪
囲
し
て
ま
っ
暗
な
家
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

早
々
に
新
米
送
る
親
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

石
段
を
隠
し
て
し
ま
い
木
の
葉

降
る
　
　
　
　
　
　
紅
茶

境
内
の
ま
っ
た
ず
中
に
落
葉
焚

く
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

父
の
忌
や
育
て
し
小
菊
供
へ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

秋
晴
や
屋
根
張
り
替
え
の
槌
の

音
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

露
座
仏
の
頭
巾
を
秋
の
雨
濡
ら

す
　
　
　
　
　
　
枯
水

児
等
の
列
み
ん
な
が
触
れ
て
秋

桜
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

秋
時
雨
村
の
灯
一
つ
づ
つ
点
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

◆
三
一
一
7
◆
‘
善
．
◆
・
需
毒
．
◆
三
一
一
．
◆
・
一
…
．
◆
・
一
喜
．
◆
・
一
一
…
．
◆
・
一
毒
．
◆
‘
…
一
．
◆
・
一
善
、
◆
・
一
…
冒
．
◆
・
一
一
…
．
◆
三
…
．
◆
三
一
一
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
一
善
．
◆
‘
…
．
◆
・
一
…
一
．
◆
・
一
奪
．
◆
‘
…
．
◆
三
冒
．
◆
・
一
…
一
、
◆
主
＝
．
◆
・
三
警
．
◆
三
一
一
．
◆
ム
一
一
．
◆
・
色
曹
．
◆
主
一
一
．
◆
主
一
一
．
◆
三
一
一
．
◆
乙
毒
．
◆
・
色
一
－
◆
三
マ
◆
三
一
亨
◆
⊥
琴
◆
義
マ
◆
・
菖
マ
◆
三
マ
◆
・
．
一
一
一
一
・
◆
・
一
毒
・
◆
・
、
一
号

（福）松代町社会福祉協議会

＿善意をありがとう
松代ゴルフ倶楽部（会長　小堺清

司さん）から、11月22日開催の会

長杯争奪チャリティゴルフコンペ
　（22名参加）でのチャリティ55，300

円を（福）松代町社会福祉協議会

にご寄付いただきました。

　ありがとうございました。

　
　
　
　
　
に

　
　
　
や
ど

　
　
　
　
』
な

慧
せ
姦
三

彊
筋
命

知
お
少

　
　
　
　
　
・
だ
内
い
や
金
現

　
　
安
尻
　
詐
腎
故
り
る
の
て
ま
合

ください。

レ
に
事
偽
せ

オ
者
「
と
ま

レ
齢
て
」
込

オ
高
つ
だ
り

「
　
。
装
要
振

も
す
を
必
を

で
ま
孫
が
金

町
て
子
ら
て

ゴ詐欺」は、身に覚え

でおどす手口です。

む前によく確認をし

ないように気をつけ

舌や手紙などを受けた場

察署へご相談ください。

2－0110）

東
頸
城
郡

ど
ぶ
ろ
く
（
濁
酒
）
特
区
認
定

　
1
1
月
2
8
日
、
政
府
の
第
三
回

特
区
認
定
で
ど
ぶ
ろ
く
特
区
（
酒

税
法
特
例
措
置
）
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
．
認
定
の
対
象
と
な
っ

た
自
治
体
は
、
東
頸
城
地
区
の

ほ
か
岩
手
県
や
長
野
県
内
の
市

町
村
な
ど
計
五
地
区
。

　
こ
の
特
区
は
、
農
家
民
宿
や

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
併
設

し
て
い
る
農
業
者
が
自
家
栽
培

米
で
ど
ぶ
ろ
く
（
濁
酒
）
を
醸

造
す
る
場
合
に
、
法
律
に
定
め

た
製
造
量
に
満
た
な
く
て
も
可

能
と
な
る
も
で
す
．
こ
の
特
区

に
よ
る
規
制
の
緩
和
で
、
農
家

が
民
宿
な
ど
を
営
む
う
え
で
一

層
の
都
市
交
流
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
酒
税
法
で
は
年
間
の
製
造
見

込
量
が
6
キ
。
・
団
砂
に
満
た
な
い

場
合
は
醸
造
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
回
の
緩
和
は
こ
の

製
造
量
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、

税
法
に
定
め
ら
れ
た
酒
類
製
造

免
許
の
取
得
や
納
税
申
告
手
続

な
ど
は
従
来
の
ま
ま
で
す
。
こ

れ
ら
の
手
続
を
踏
ま
な
い
場
合

は
密
造
と
な
っ
て
罰
せ
ら
れ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
1
1
月
1
日
～
1
1
月
3
0
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

関
谷
　
直
明
・
鈴
木
　
香
織
さ
ん

　
（
松
代
・
若
松
園
ス
ポ
ー
ツ
）

中
村
　
　
基
・
横
山
　
千
夏
さ
ん

　
　
　
（
松
代
・
な
か
に
し
や
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
こ
う
や

飯
塚
幸
也
ノ
　
大
輔
・
康
子
さ
ん

　
　
（
千
年
・
ハ
イ
ツ
ち
と
せ
）

ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
・
ミ
カ
エ
ラ
・
ペ
イ
シ
ョ
ト
～

　
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
・
ボ
イ
コ
・
ス
ト
イ
コ
フ
さ
ん

　
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
・
マ
ル
ー
シ
・
ペ
イ
シ
ョ
ト
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
屋
丸
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

市
川
　
文
治
さ
ん
　
　
　
8
0
歳

　
　
　
（
池
之
畑
・
い
し
は
ら
）

瀬
沼
マ
ツ
ノ
さ
ん
　
　
　
　
7
3
歳

　
　
　
（
松
代
・
ひ
の
で
そ
ば
）

若
井
　
チ
ユ
さ
ん
　
　
　
8
7
歳

　
　
　
　
（
蓬
平
・
ま
る
こ
し
）

小
堺
　
久
松
さ
ん
　
　
　
7
6
歳

　
　
　
　
（
室
野
・
ば
ん
き
ん
）

　男　　2，035人　　（一6人）

　女2，182人（一3人）
　計4，217人（一9人）
世帯数　1，483世帯（一1世帯）

　出生　1人　　死亡　5人
　転入　3人　　転出　8人
　　　　（15年11月末目現在）
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町の行事予定（12・1月）

22（月）
小・中学校終業式

冬至

欝欝 天皇誕生日

24（水） ほくほくの里クリスマス会

25休）

26（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

籔鱒 年末年始休業（1月4日まで）

29（月）

30（火）

31（水） 大晦日

元日

2（金）

謬爾

．』1

松代町消防団出初式13＝30～松代活性化センター
周辺

5（月）

6（火） 小寒

7（水）

8（木） 小・中学校始業式

9（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

輔総 松代町書初め展覧会総合センター（12日まで）

i世田谷区新年こどもまつり世田谷区役所（1月10日
出発）

成人の日

13（火）

14（水）

15休）

16（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

欝繍

東京松代会新年総会第一ホテル両国
ほくほくの里餅つき会

お知ぢせ

松代病院からのお知らせ
　　　　　年末年姶の診療体制について

　12月27目から1月4日までの年末年始の休暇にともない、次のと

おり臨時的に外来診察（内科のみ）を行いますので、体調が悪く

なられた方や風邪等でお困りの方はご利用ください。

！’

　の
0　9

じ
　　　　臨時的に診察を行う日時

　　　　　●12月29日（月曜日）

　　　　　●1月2日（金曜日）

いずれも午前8時30分から午前11時30分まで

松代町国民健康保膣輪療所纏室野診療所）

　　　　　年末年姶の休診のお知らせ

　松代町国民健康保険診療所（室野診療所）の下記の診療目を休

診とします。なお、12月25目（木）、27日（土）は診療しています。

　　休　診　日

●1月1日（木曜日）

●1月3日（土曜日）

Il｝　　　▼　■

三回にわたって高速通信体系構想についてお知らせし

ていきます。9月号まで一年間、寄稿いただいた小沢剛
さんは海外での活動も多く全ての入稿は電子メールでし

た。昼と夜の生活時差を除けば、地球の裏側でもコミュ

ニケーションに不自由はありません。〉イラク復興支援
に粉骨砕身そそいでいた外務省職員の殺害事件は大きな

衝撃でした。外務省ホームページに亡くなられた奥克彦
参事官が「イラク便り」として現地の模様などを71回にわ

たり告げています。第1部の中に「今日は嬉しいニュース

があります」との書き出しがあります。イラク・オリンピッ

ク委員会が再結成されたとのニュースで、平和復興への

強い願いが感じられます。文末、奥参事官はこう記して
います。「…何時の日か聖火が、イラクや、パレスチナ、

イスラエルを通って民族の違いを乗り越えて手渡される

ようなルートが実現する日がくれば、平和の祭典にふさ

わしいことではありませんか」と。来年、オリンピック発

祥の地アテネの空に、隔てなく世界の国旗が掲げられる

ことを望んでおられると思います。ご冥福をお祈り申し

上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

（福）松代町社会福祉協議会より

『苦情等を解決ずるめの第垂書萎員選任』のお知らせ

　当法人が運営、提供する福祉サービスについて、利用者や関係

者から寄せられる苦情等を適切に解決し、利用者の権利をまもる

とどもに、提供するサービスの品質を向上させることにより、福

祉の一層の推進を目指しています．

　当法人のサービスに対する苦情等は、担当職員へ電話や直接来

所してお話しいただくか、事業所へ書面で提出できます。その際、

第三者委員への報告や助言、立会いを希望するか確認のうえ、対

処します．なお、直接第三者委員へご連絡いただいても結構です．

〈第三者委員〉

　　西潟浩平さん（福島　したかた）　TEL8－2603

　　宮澤静子さん（松代　たいさま）　TEL7－2054

「まず、チェック1働くルールの最低賃金」

　　　新潟県最低賃金は据え置き（時間額641円・

　　　　平成14年9月30日発効）となりました。

　新潟県最低賃金は、新潟県内の事業所（法人、個人を問わず）

に雇用され働くすべての労働者（正社員、臨時、パートタイマー、

アルバイト等名称を問わず）に適用されます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十目町労働基準監督署
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【電　話】　7－2615
【ホームページアドレス】

http：／www．9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．ne』P
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祭
　
　
3
0
0
0

　
祝
　
　
2
α

　
　
　
　
』
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』
1

　
●

　
日
　
　
金
日

曜
制
～
．

剛
月
時
火
土

館
週
館
週

休
毎
開
毎

【
　
　
　
　
　
　
【

行こう！

澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
本
の
紹
介
》

『
豪
雪
を
生
き
抜
い
た
農
民
た
ち
1
越
後
松
之
山
の
歴
史
を
証
す
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
哲
郎
著

　
謡
曲
松
之
山
鏡
の
故
地
と
し
て
語
り
つ
が
れ
て
き
た
越
後
の
国

松
之
山
。
温
も
り
と
風
情
の
あ
る
こ
の
農
村
で
、
自
然
の
沙
汰
に

忍
耐
づ
よ
く
、
雄
々
し
く
生
き
て
き
た
郷
士
の
人
々
の
姿
を
、
資

　
　
　
　
　
つ
づ

料
を
も
と
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
光
陽
出
版
社
）

◎・新しい本の紹介　◇

＊＊＊　　　　　　＊＊＊　えほん・じどう　＊＊＊

2イヴ・ペルザー　　アンジェリーナはバレリーナ　K・ホラバー

・・シエルダン　　ぼくらはDNAたんけんたいF・ボークウィル

　恩田　　陸　　おならのしゃもじ　　　　小沢　　正
，あうために　　　せんろはつづく　　　　　　竹下　文子

・アンダーソン　　ガールズアウトレイト　J・ウィルソン

磯部定治訳　　あわれなエディの大災難　F・アーダー
　大島　　清　　小学生動物不思議ぎもんランキング

　花岡美智子　　自転車ルールーを守って楽しく乗ろう

　水谷　和生　　　　　　　　　　　　　　　和田　浩明

　　　＊＊＊　一般
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逃げる男　　　　シド1

まひるの月を追いかけr
海辺の一年もう一度、毫

　　　　　【お知らせ】

　12月29目（月）～1月5目（月）まで図書館

はお休みとなります。

　お正月休みにゆっくりと読書はいか

がですか？　新刊もたくさん入ってみ

なさんの来館をお待ちしています。

一
ン
陸
　
ン
訳
清
子
生
部
子
夫

拶
聾
治
灘
構
害
．

卿
コ
旧
た
ダ
碇
島
岡
谷
版
藤
島

ヴ
シ
恩
う
ン
驕
大
花
水
出
斎
横

イ
．
　
あ
ア
石
　
　
　
堂

デ
ィ
　
し
．
党
　
　
　
美

　
二
て
愛
J
．
培
！
　
ピ
成

現代語訳鈴木牧之の小説　磯部定治言
モノ忘れに負けない本！　　大島　　ll

勝つための食事と栄養　　　花岡美智モ

パン屋さんのパンレシピ　　水谷　和杢

カクテル大事典800　成美堂出版編集芒

クリスマス　リース　　　　斎藤　勝モ

手作りキャンドルの本　　　横島　憲ラ

　関谷哲郎さんの「豪雪を生き抜いた農

民たち一越後松之山の歴史を証す」（光

陽出版社）が新潟県主催の第3回新潟出

版文化賞で記録誌部門賞を受賞しました。

　おめでとうございます。

回團回團厘劃圖

．
灘
灘
鞭
糀の仕込をする牧田保代さん（左）

と牧田ヨシさん（右）

こだわりぬいたかわらぬ味

峠のわが家硫
　　　　　　隠

これ性家　権
薙購　　吻

　
戸
を
開
け
る
と
香
ば
し
い
か
お
り
の

湯
気
が
メ
ガ
ネ
を
曇
ら
せ
た
．
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
の
一
室
で
冬
の
風
物
詩
、

味
噌
作
り
が
は
じ
ま
っ
た
。
十
一
月
の

下
旬
か
ら
二
月
ま
で
、
か
つ
て
は
子
ど

も
で
に
ぎ
わ
っ
た
学
校
も
、
今
は
元
気

の
い
い
か
あ
ぢ
ゃ
ん
た
ち
で
活
気
付
い

て
い
る
。

　
「
峠
Y
M
グ
ル
ー
プ
」
．
と
い
う
よ
り

「
峠
の
わ
が
家
」
、
「
み
そ
ん
し
ょ
」
と
い
っ

た
ほ
う
が
と
お
り
が
い
い
。
な
じ
み
の

あ
る
味
も
、
ま
も
な
く
二
十
年
を
迎
え
る
。

　
減
反
政
策
や
規
模
の
拡
大
化
な
ど
農

業
が
変
わ
り
始
め
た
昭
和
5
0
年
代
後
半
、

そ
の
こ
ろ
集
落
で
は
将
来
の
農
業
に
危

機
感
を
つ
の
ら
せ
た
親
父
た
ち
に
生
産

組
合
設
立
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
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家
製
の
農
産
物
を
商
品
化
し
よ
う
と
女

性
四
人
が
立
ち
上
が
っ
た
．
減
反
で
荒

れ
た
農
地
を
見
る
の
が
忍
び
な
く
、
何
か

に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
農
産
物
加
工
に
は
設
備
が

必
要
だ
し
、
入
れ
る
に
は
資
金
が
必
要

だ
っ
た
．
み
ん
な
親
父
た
ち
に
理
解
を

求
め
、
役
場
に
足
を
運
ん
だ
。
「
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
頼
も
し
い
気
概
だ
の
．
や
っ

て
み
ら
っ
し
ゃ
い
」
。
四
人
の
あ
ふ
れ
る

起
業
魂
に
秋
山
町
長
（
当
時
）
も
動
い
た
．

　
大
豆
作
り
の
た
め
荒
れ
た
農
地
3
0
艀
，

に
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
い
れ
て
整
地
し
た
。

雨
や
霜
、
ウ
サ
ギ
対
策
に
加
え
、
傾
斜

地
で
の
作
付
け
に
四
苦
八
苦
し
た
が
、

「
根
っ
か
ら
百
姓
だ
か
ら
」
と
、
ど
う
し

て
も
自
分
た
ち
で
作
り
た
い
と
い
う
こ

だ
わ
り
が
あ
っ
た
．
そ
れ
は
、
味
噌
を

食
べ
て
く
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見

え
て
く
る
か
ら
だ
。

　
軌
道
に
乗
る
と
各
地
か
ら
の
視
察
が

相
次
い
だ
．
文
字
ど
お
り
東
頸
城
で
も

先
駆
者
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
「
辛
い
こ

と
も
多
か
っ
た
。
で
も
、
み
ん
な
が
支

え
て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね
“
あ
り
が
と
う
”
」
。

休
憩
の
ひ
と
と
き
、
腰
延
し
の
茶
話
に

二
十
年
の
感
謝
の
輪
が
広
が
っ
た
．
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